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論文審査の要旨 

 

指尖部切断に対する指動脈島状皮弁をもちいた再建術後に、PIP関節屈曲拘縮

が起こることはよく知られているが、その要因を明確にしたものはない。申請

者は臨床例を前向きに調査し、指動脈島状皮弁をもちいた再建術後の PIP関節

屈曲拘縮の予見因子を明らかにした。 

2006～2013年に術式を統一して申請者自身が手術を行った 44指 39症例を調

査した。屈曲拘縮の原因となりうる５つの因子（年齢、受傷指、受傷機序、皮

弁前進距離、創部治癒期間）と術後１年以上経過した時点での PIP関節伸展角

度との関係について、単回帰分析と多重回帰分析をもちいて検討した。 

最終伸展角度は平均－16度であり、単回帰分析で年齢、受傷指、創部治癒期

間に有意差が認められた。しかし皮弁前進距離には有意差が認められなかった。

多重回帰分析では年齢、創部治癒期間が独立因子として示された。高齢患者と

創部治癒期間が延長する症例で PIP関節屈曲拘縮の発生する危険性が高いこと

が明らかとなった。 

以上より、指動脈島状皮弁の術後に合併する PIP屈曲拘縮の危険因子が明ら

かになり、それらの因子を持つ症例ではより積極的な拘縮予防の介入が必要で

あることが分かった。手の外科学ならびにリハビリテーション医学のさらなる

発展に寄与するものと評価され、博士（医学）の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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